
平成30年度重点事業

　　下記項目を本会の平成30年度重点事業と位置付け、

　　特別委員会を設置し、検討する

　　　　　　＜法人会計＞

１．災害ネットワーク構築

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　目　　的： 緊急時の行政機関および多職種間の連携の在り方を検討するとともに、地域

包括ケアシステムの構築に重要な多職種連携システムの整備についての検討

及び活動推進

　内　　容： 既存のネットワーク実態調査

（多職種ネットワーク、理学療法士間ネットワーク等）

　担　　当： 地域連携対策特別委員会

　　　　　 　　　　　　＜法人会計＞

２．事業効率化と組織改革

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　目　　的： 公益法人格取得から数年がたち、市域包括ケアシステムの構築等、社会が当

会に求める事業内容にも変化がうかがえる中で、これからの公益法人として

ふさわしい事業内容と、それを実行しうる組織を検討する

　内　　容： 公益事業を中心とした協会事業内容の見直しとそれに対応できる組織の検討

　担　　当： 組織体制検討委員会

　　　　　　＜法人会計＞

３.会員制度の見直し

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　目　　的： 近年の急激な会員増と、それに追従する退会者の増加により、会の組織率は

年々低下の傾向にある。職能団体として、組織率の維持・向上は重要な課題

であるため、その対策を検討する。

　内　　容： 組織率の維持・向上のための対策の検討及び学生会員制度導入に関する検討

　担　　当： 会員制度検討委員会

　　　　　　＜法人会計＞

４．会館設立に向けた準備

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　目　　的： 公益法人設立当初の計画では、１０年後に益城町に建設する予定だった会館

に関し、熊本地震による諸条件の変化が考えられるため、早急に会館建設に

関する検討を行い、県の担当部署にも結果を照会する。

　内　　容： 会館設立に関する当初計画の見直し、時期、場所、資金、建設か賃貸かに関

する検討など

　担　　当： 会館設立検討委員会

平成30年度　事業計画



　　　　　　＜公３－４＞

５．「在宅で生活する障害を持つ子どものリハビリテーション」支援プロジェクト

　期　　日： 平成３０年４月～平成３２年３月

　目　　的： 人工呼吸器を装着して在宅で生活する重度障がいを持つ子どもを、小児及び

呼吸期リハビリテーションの立場で支援できる人材を県下各地で養成する。

　内　　容： 圏域小児リーダーを対象とした講義及び実技研修会の開催

情報共有会議の開催

　担　　当： 専門領域部小児班、専門領域部呼吸・循環班、政策企画室による特別委員会



＜公１＞

Ⅰ 県民の医療・保健・福祉の向上に資する事業 １） 健康講座

＜公１＞ 　事 業 名： 第１５回くまもと『ＰＴあ！（ピタ）』

っと健康講座

　・ 理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の向 　期　　日： 平成３０年７月１６日（月）

上に寄与するための事業 　場　　所： くまもと県民交流館パレア

　・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び技術 　内　　容： 講義及び実技

の向上に関する事業 　テ ー マ： 「長～くのばそう健康寿命２」

　・ 理学療法に関する会誌その他の刊行物の発行及び 　講 師 ①： 川畑智

調査研究に寄与する事業 （株）Ｒｅ学

理学療法士

[１] 県民公開講座の開催 　講 師 ②： 谷川直昭

熊本駅前看護リハビリテーション学院

(目的) 理学療法士

講演や健康講座等を通じて県民に直接働きかけ、その 　補助講師： 会員

健康意識の向上を図ることや、運動指導・生活支援を 調整中

行うことで高齢者・障がい者（児）並びにその家族が 理学療法士

健康的な生活を営むことを支援する。また、医療・保 　対　　象： 熊本県民

健・福祉並びに教育関係に従事する方々に対して、理 【公益事業推進部】

学療法の基本的理論や実践的手法を教授し共有化する

ことで、県民の医療・保健・福祉の向上に寄与するこ ２） 平成３１年度開催健康講座

とを目的としている。 　期　　日： 平成３０年１０月・１１月

平成３１年２月

(内容) 　内　　容： 事業内容の検討

平成３０年度は健康講座として「長～くのばそう健康 【公益事業推進部】

寿命２」と題した講座を、介護予防・健康増進キャン

ペーンとして「怪我をしない身体作り」をテーマに講 ３） 第８回県民健康スポーツ教室

義及び実技を含んだ研修会を開催することで県民の地 　期　　日： 平成３０年５月２０日（日）または

域包括ケアに関する意識の向上を図る。介護教室では 平成３０年５月２７日（日）

「高齢者ケア」に関する研修会を開催予定である。福 　場　　所： 浜線健康パーク

祉研修会では、「起業セラピストの活動について」と 　内　　容： 体力測定、体操指導

題した研修会を開催し、一般市民にその活動内容を知 熊本県理学療法士協会杯

らしめ、広く利用してもらえるようにする。健康スポ グラウンドゴルフ大会

ーツ教室では、参加者の健康に関わる意識の高揚を図 　対　　象： 熊本県民

る目的で体力測定を実施する。「抱えない介護法と腰 【公益事業推進部】

痛予防」というテーマの市民公開講座や介護支援専門

員試験者対象の受験直前の対策講座も例年通り実施す ４） 第５１回市民公開講座

る予定である。また、各ブロックが主催する市民向け 　期　　日： 平成３０年９月３０日（日）

の介護・転倒・認知症予防等の教室の開催も次第に定 　場　　所： 熊本総合医療リハビリテーション学院

着しつつあるが、今年は４つのブロックでそれぞれ開 　内　　容： 講義及び実技

催予定である。今後一層の内容の充実を図ってゆきた 　テ ー マ： 「抱えない介護法と腰痛予防」

い。広報の手段としては、熊本県理学療法士協会ホー 　講　　師： 上村恭生

ムページ掲載、関連団体への案内文送付を主体に行っ 熊本中央病院

ているが、健康講座等に関しては、新聞等のマスメデ 理学療法士

ィアを利用した広報も計画し、広く県民への浸透を図 　対　　象： 一般並びに医療関連職種

る予定である。 【公益事業推進部】
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５） 第２０回福祉研修会 ８） 第１８回試験直前介護支援専門員受験対策講座

　期　　日： 調整中 　期　　日： 平成３０年８月

　場　　所： 熊本保健科学大学 　場　　所： 熊本保健科学大学

　内　　容： 講義 　内　　容： 講義及び模擬試験

　テ ー マ： 「起業セラピストの活動について」 　テ ー マ： 「平成３０年度介護支援専門員試験直前

　講　　師： 国中優治 対策講座」

（株）ＳＥＮＳＴＹＬＥ 　講　　師： 石本淳也氏

理学療法士 日本介護福祉士会

　対　　象： 一般 介護支援専門員

【保健福祉部】 　対　　象： 医療・介護関連職種

【介護保険部】

６） 第２５回介護教室

　期　　日： 平成３０年１１月１７日（土） ９） 第５回天草理学療法研修会

　場　　所： 熊本保健科学大学 　期　　日： 平成３０年１０月

　内　　容： 講義 　場　　所： 天草市民センター

　テ ー マ： 「高齢者ケアについて」 　内　　容： 市民公開講座

　講　　師： 高口光子氏 　テ ー マ： 「健康作りのポイントと転倒予防」

調整中 　講　　師： 調整中

調整中 調整中

　対　　象： 一般 調整中

【保健福祉部】 　対　　象： 一般

【天草ブロック】

７） 介護予防・健康増進キャンペーン

　期　　日： 平成３０年７月１５日（日） 10） 第５回転倒予防教室

　場　　所： ウェルネススクエアー和楽 　期　　日： 調整中

　内　　容： 講義及び実技 　場　　所： 調整中

　テ ー マ： 「怪我をしない身体づくり」 　内　　容： 講義、体力測定、体操指導

　講 師 ①： 大浦佳子 　テ ー マ： 調整中

九州看護福祉大学 　講 師 ①： 調整中

理学療法士 調整中

　講 師 ②： 中園健太郎 理学療法士

みゆきの里 　講 師 ②： 調整中

理学療法士 調整中

補助講師①： 調整中 理学療法士

調整中 　講 師 ③： 調整中

理学療法士 調整中

補助講師②： 調整中 理学療法士

調整中 　対　　象： 一般

理学療法士 【熊本市中央ブロック】

補助講師③： 調整中

調整中

理学療法士

補助講師④： 調整中

調整中

理学療法士

補助講師⑤： 調整中

調整中

理学療法士

　対　　象： 一般

【保健福祉部】



＜公１＞

11） 東地区市民公開講座 [２] 障がい児に対する療育支援事業

　期　　日： 調整中

　場　　所： 熊本市東区役所託麻まちづくりセンター (目的)

　内　　容： 調整中 教育活動、相談支援活動など理学療法士の専門性を十

　テ ー マ： 「地域共生社会」 分に活かしながら、県民の医療・保健・福祉の向上に

　講 師 ①： 調整中 寄与することを主たる目的としている。本事業を通じ

調整中 て、障がい児並びにその家族が健康的な生活を営むた

調整中 めに「抱き方」「歩行介助」など具体的な支援の方法

　講 師 ②： 調整中 について情報提供を行うとともに、医療・保健・福祉

調整中 ・教育関係に従事する方々に対しても、障がい児に関

調整中 する理学療法の基本的理論や生活支援の手法を教授し

　対　　象： 一般 共有することで、県民の医療・保健・福祉の向上に寄

【熊本市東ブロック】 与することを目的としている。

12） 平成３０年度第１回介護予防フォーラム　　 (内容)

　期　　日： 平成３０年６月 障がいのある子どもや発達に遅れのある子どもを抱え

　場　　所： ウエルネススクエアー和楽 た家族や、その方々に関わる医療・保健・福祉関係者

　内　　容： 予防についての内容 からの様々な相談に対応し支援するものである。その

　テ ー マ： 調整中 一つとして、「抱き方」「接し方」「生活支援用具の

　講　　師： 久米野美由紀 使い方」「子育てアドバイス」等について分かりやす

介護保険居宅サービス事業所 く説明した手引き書（名称：理学療法支援マップ）を

（株）ミタカ 作成・配布している。また、小児研修会では「ＮＣＵ

理学療法士 における支援の現状について」というテーマを設定し

　対　　象： 一般 保護者や療育関係者、医療関連職種を対象とした研修

【熊本市南ブロック】 会を予定している。広報の手段としては、熊本県理学

療法士協会ホームページより手引き書を自由に閲覧・

ダウンロードできるようにしているとともに、障がい

児療育に関わる医療・保健・福祉・教育関係者に配布

している。

１） 小児リハ推進事業

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　内　　容： 小児リハに対する相談業務

「理学療法支援マップ」に関する情報提

供

新規小児リハ施設開設に対する支援活動

県内小児施設の評価内容の統一に向けた

検討

　対　　象： 県民並びに医療関連職種

【専門領域部小児班】



＜公１＞

２） 第１１回小児研修会 [４] 県民向けの情報発信

　期　　日： 平成３０年８月５日（日）

　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院 (目的)

　内　　容： 講義 学術活動や健康情報などの理学療法士の専門性を十分

　テ ー マ： 「ＮＣＵにおける支援の現状について」 に活かした活動について、ホームページや広報誌を通

　講 師 ①： 高橋大二郎氏 じて広く情報発信することで、県民の医療・保健・福

福田病院 祉の向上に寄与することを目的としている。研修会や

医師 健康講座開催等の情報発信を通じて県民に直接的に働

　講 師 ②： 浪本正晴 きかけ、その健康意識の向上を図ることや、運動指導

九州中央リハビリテーション学院 や生活支援を行うことで高齢者・障がい者（児）並び

理学療法士 にその家族が健康的な生活を営むことを支援する。ま

　対　　象： 療育関係者 た、医療・保健・福祉並びに教育関係に従事する方々

【専門領域部小児班】 に対して、理学療法の基本的理論や実践的手技を教授

し共有化すると共に、理学療法士の職務内容やその教

育課程を提示することで、理学療法士を志す方々に対

[３] 県民の医療・保健・福祉に貢献する研究への助成 し進路決定の一助となることも目的の一つとしている

。

(目的)

理学療法の治療効果の向上や新たな福祉機器の開発な (内容)

ど、高齢者・障がい者（児）並びにその家族が健康的 ホームページ等を通じて提供される情報は、学会・研

な生活を営むことを支援することに繋がる研究に対し 修会・公開講座等の案内や開催後の内容報告、転倒や

、経費の一部を助成し、その成果を公表する場を提供 疾病・障がい等の予防に関する内容に加え、理学療法

することで、理学療法に関する研究の促進を図ること 士の仕事の内容や本会の活動、及び将来理学療法士を

を目的としている。 目指す方々の進路決定に役立つものまで、多岐にわた

る。併せて、本会の活動に基づき作成している「広報

(内容) 誌かくどけい」「臨床実習の手引き書」及び（小児用

本事業の内容は、医療・保健・福祉領域の緩急活動に ）「理学療法支援マップ」も自由に閲覧・ダウンロー

掛かる経費の一部を支援し、その成果を発表する場を ドできるようにしている。掲載にあたっては、複数の

提供することにある。申請は本会の事業目的に鑑み、 理事にてその内容を確認したうえで行う体制を取って

規程に沿って公募により行われ、本会理事会における いる。広報誌の発行回数は年３回で、理学療法の特性

審査を経て決定される。また、とりまとめられた研究 を活かした情報を市民向けに提供できる構成となって

は熊本県理学療法士学会で発表の機会を与えられるも いる。県下数ヶ所の郵便局や地域包括支援センター、

のとなっている。公募の広報手段としては、熊本県理 道の駅等に配置し広く市民に閲覧して頂くと伴に、熊

学療法士協会ホームページに掲載している。 本県理学療法士協会ホームページにも掲載、より多く

の方が自由に閲覧できるようにしている。また、訪問

１） 研究開発事業 リハに関するパンフレットを作成し、一般市民に対す

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 る周知・啓発を図っているが、その内容を見直し、よ

　内　　容： 研究助成事業の提供 り充実したものにしてゆく予定である。

【学術部】

１） 訪問リハ事例集検討とパンフレット作成

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

（年４回）

　場　　所： たっくリハサポートセンター

　内　　容： 事例検討

訪問リハパンフレットの見直し

相談業務についての検討

【専門領域部訪問リハ班】
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２） ホームページ等の運営

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　内　　容： 本会ホームページの管理・運営

・ホームページ更新の確認

・ホームページアクセス等に関する分析

・一般ページ充実に向けての企画等

【広報宣伝部】

３） 広報誌「かくどけい第１２７号（通算１６４号）」発

行　広報誌発行業務及び発送作業

　期　　日： 平成３０年５月

　部　　数： １３００部

　内　　容： 特集「調整中」

各部事業報告

医療介護情報の紹介

活動予定の掲載等

　対　　象： 一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

【広報宣伝部】

４） 広報誌「かくどけい第１２８号（通算１６５号）」発

行　広報誌発行業務及び発送作業

　期　　日： 平成３０年９月

　部　　数： ２３００部

　内　　容： 特集「調整中」

各部事業報告

医療介護情報の紹介

活動予定の掲載等

　対　　象： 一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

【広報宣伝部】

５） 広報誌「かくどけい第１２９号（通算１６６号）」発

行　広報誌発行業務及び発送作業

　期　　日： 平成３１年１月

　部　　数： １１００部

　内　　容： 特集「調整中」

各部事業報告

医療介護情報の紹介

活動予定の掲載等

　対　　象： 一般市民並びに関連諸団体

地域包括支援センター

【広報宣伝部】
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Ⅱ 医療保健福祉関連団体との協力連携に関する事業 ３） 生活介護（身体）機能訓練事業

＜公２＞ 　事業主体： 荒尾市社会福祉協議会

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　・ 理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の向 　内　　容： 生活介護事業利用者等を対象とした機能

上に寄与するための事業 訓練

　・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 運動指導、ストレッチ指導

　派 遣 者： ２名

[１] 講師派遣に関する事業 【公２－１】

(目的) ４） 平成３０年度「熊日・スミセイウェルネスセミナー｣

関連団体と協同して実施する県民を対象とした介護講 　事業主体： 熊本日日新聞社

座や各種講演会における講師等を派遣し、身体機能の 住友生命福祉文化財団

回復や家族を含めた生活支援に関する理学療法士の専 　期　　日： 平成３０年度

門的知識や技術の指導・伝達を行うことで、県民の介 　内　　容： 介護実習の指導

護技術の向上による介護負担の軽減や健康増進を図る 　派 遣 者： 若干名

ことを目的としている。 【公２－１】

(内容) ５） 熊本市住宅改造居宅介護支援員派遣事業

これらの活動を通じて県民の健康意識の向上、高齢者 　事業主体： 熊本市

期・障がい者（児）の身体機能の改善、並びにその家 　期　　日： 平成３０年度

族を含む生活支援に寄与している。活動内容として、 　内　　容： 住宅改修・改造に関する検討

熊本シティＦＭ放送に出演し、県民に対する理学療法 　派 遣 者： ９名

士ならではの健康情報提供を行う。また、児童発達支 【公２－１】

援事業・生活介護機能訓練事業では、対象者への理学

療法の実施や関係者への助言指導・相談を行う。さら ６） 離職者訓練

には、介護セミナーでの介護実習。熊本市各包括支援 　事業主体： 高齢・障害・求職者雇用支援機構熊本支

センターでの転倒予防教室や介護予防教室の開催を行 部熊本職業能力開発促進センター

う。また、昨年度に引き続き、熊本市住宅改造居宅介 　期　　日： 平成３０年度

護支援員派遣、芦北町介護予防サポーター研修への講 　内　　容： 講義及び演習

師派遣、各地区からの要請に伴う転倒・介護予防教室 　派 遣 者： 若干名

等への講師派遣が計画されている。講師は、理事等の 【公２－１】

役員をはじめ各地域において、その分野に関する知識

・経験の豊富な会員を充てている。 ７） 災害時リハビリテーションに関する研修会

　事業主体： 各都道府県士会

１） 熊本シティＦＭ放送出演 　期　　日： 平成３０年度

　事業主体： 熊本市保健医療専門団体連合会 　内　　容： 大規模災害リハビリテーション支援チー

　期　　日： 平成３０年度 ム本部運営ゲーム（ＲＥＨＵＧ）

　内　　容： 健康情報の提供 ファシリテーター養成研修会

　派 遣 者： ２名 　派 遣 者： １名

【公２－１】

【公２－１】

２） 児童発達支援事業

　事業主体： 佐土原福祉会 ８） 健康安全運転講座

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 　事業主体： ダイハツ工業

　内　　容： 児童発達支援事業内における児童への指 　期　　日： 平成３０年度

導 　内　　容： 体力測定、運動指導

保護者並びに担当指導員への指導 　派 遣 者： １名

相談、アドバイス等 【公２－１】

　派 遣 者： ２名

【公２－１】
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９） 天草市地域リハビリテーション活動支援事業 １） 熊本県医療・保健・福祉連携学会

　事業主体： 天草市 　事業主体： 熊本県医療・保健・福祉団体協議会

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 体力測定 　内　　容： 学会運営、実施計画について

運動指導 　派 遣 者： １０名程度

医療・福祉相談等 【公２－２】

　対　　象： 一般

　派 遣 者： ３５名程度 ２） 回復期リハビリテーション病棟従事者に対するスキル

　担　　当： 天草ブロック アップ研修会

【天草ブロック】 　事業主体： 熊本県リハビリテーション専門職三団体

協議会

10） はつらつクラブ 　期　　日： 平成３０年度

　事業主体： 熊本市西１地域包括支援センター 　内　　容： 研修会の企画・運営

　期　　日： 平成３０年８月 　派 遣 者： ３名程度

　内　　容： 転倒予防教室 【公２－２】

　対　　象： 一般

　派 遣 者： 若干名 ３） 介護予防研修会

　担　　当： 熊本市西ブロック 　事業主体： 熊本県リハビリテーション専門職三団体

【熊本市西ブロック】 協議会

　期　　日： 平成３０年度

11） 家族介護者教室 　内　　容： 研修会の企画・運営

　事業主体： 熊本市西３地域包括支援センター 　派 遣 者： ３名程度

　期　　日： 平成３０年１０月 【公２－２】

　内　　容： 介護予防教室

　対　　象： 一般 ４） 訪問リハビリテーション実務者研修会

　派 遣 者： 若干名 　事業主体： 熊本県リハビリテーション専門職三団体

　担　　当： 熊本市西ブロック 協議会

【熊本市西ブロック】 　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 研修会の企画・運営

　派 遣 者： ４名程度

[２] 関連団体等との交流・連携及び公開講座の共同開 【公２－２】

催に関する事業

５） 歩いて学ぶ糖尿病ウォークラリー

(目的) 　事業主体： 日本糖尿病協会熊本県支部

医療関連団体等と共同でのイべントの開催や健康・医 熊本県糖尿病協会

療・福祉に関する情報を発信することで、県民の健康 ノボノルディスクファーマ

意識の向上や高齢者・障がい者（児）並びにその家族 　期　　日： 平成３０年１０月

の健康的な生活支援に寄与することを目的とする。 　内　　容： ウォームアップ、クールダウン

歩き方の指導、アンケート調査

(内容) 　派 遣 者： 若干名

これらの活動を通じて県民の健康意識の向上や高齢者 　担　　当： 専門領域部糖尿病班

・障がい者（児）の身体機能の改善並びにその家族を 【専門領域部糖尿病班】

含む生活支援に寄与している。熊本県医療・保健・福

祉連携学会への企画を含む参加協力を行う。さらには ６） 熊本城マラソン支援

、熊本城マラソンへの支援。各市町村の健康まつり、 　事業主体： 熊本市

健康フェア開催支援への地区会員派遣、車いす九州テ 　期　　日： 平成３０年度

ニス大会、糖尿病ウォークラリーへの専門領域部スタ 　内　　容： アイスマッサージ、ストレッチ

ッフ派遣。熊本県リハビリテーション専門職三団体協 マッサージ等

議会の運営協力・研修会開催等を行っている。広く一 　対　　象： 参加選手

般県民や、医療関連職種に対して健康や介護に関する 　派 遣 者： 若干名

情報を発信している。 　担　　当： 専門領域部スポーツ班

【専門領域部スポーツ班】
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７） 第６回「火の国杯争奪」車いすテニス九州大会 12） 菊陽町健康ウォーク

　事業主体： 熊本県障碍者スポーツ・文化協会 　事業主体： 菊陽町社会福祉協議会

　期　　日： 平成３０年度 　期　　日： 平成３０年１１月

　内　　容： 車椅子テニスプレーヤーの救護 　内　　容： 体力測定、アドバイス

応急処置、コンディショニング 　対　　象： 地域住民

　対　　象： 車椅子テニスプレーヤー 　派 遣 者： １０名程度

　派 遣 者： ４名 　担　　当： 菊阿ブロック

　担　　当： 専門領域部スポーツ班 【菊阿ブロック】

【専門領域部スポーツ班】

13） 人吉お城まつり

８） 荒尾市健康福祉まつり 　事業主体： 人吉市

　事業主体： 荒尾市地域保健医療福祉推進協議会 　期　　日： 平成３０年５月

　期　　日： 平成３０年６月 　内　　容： 体力測定等

　内　　容： 体力測定等 　対　　象： 一般市民

　対　　象： 一般 　派 遣 者： ２５名程度

　派 遣 者： ２５名程度 　担　　当： 八代ブロック

　担　　当： 県北ブロック 【八代ブロック】

【県北ブロック】

14） 宇城市健康フェア

９） 第３４回くまもと車いすふれあいジョギング大会 　事業主体： 宇城市

　事業主体： 熊本県障害者スポーツ・文化協会 　期　　日： 平成３１年３月

菊陽町社会福祉協議会 　内　　容： 体力測定等

　期　　日： 平成３０年１０月 　対　　象： 一般市民

　内　　容： ボディケア 　派 遣 者： ２０名程度

　対　　象： 車いす常用者 　担　　当： 八代ブロック

　派 遣 者： １０名程度 【八代ブロック】

　担　　当： 菊阿ブロック

【菊阿ブロック】 15） 天草市健康フェスタ

　事業主体： 天草市

10） 大津町健康推進大会 　期　　日： 平成３０年６月

　事業主体： 大津町 　内　　容： 体力測定

　期　　日： 平成３０年度 運動指導

　内　　容： 体力測定、アドバイス 医療・福祉相談等

　対　　象：  地域住民 　対　　象： 一般

　派 遣 者： １０名程度 　派 遣 者： ４０名程度

　担　　当： 菊阿ブロック 　担　　当： 天草ブロック

【菊阿ブロック】 【天草ブロック】

11） すまいるフェスタｉｎたかもり 16） 水俣市健康まつり

　事業主体： 高森町 　事業主体： 水俣市

　期　　日： 平成３０年１１月 　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 体力測定、アドバイス 　内　　容： 体組成計での計測、健康指導

　対　　象： 地域住民 　対　　象： 水俣市民

　派 遣 者： ３名程度 　派 遣 者： ５名

　担　　当： 菊阿ブロック 　担　　当： 県南ブロック

【菊阿ブロック】 【県南ブロック】
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17） あしきた健康フェア

　事業主体： 芦北町

　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 調整中

　対　　象： 芦北町民

　派 遣 者： ６名

　担　　当： 県南ブロック

【県南ブロック】

18） いきいき未来のつどい

　事業主体： いきいき未来のつどい実行委員会

　期　　日： 平成３０年１１月

　内　　容： 肺機能、尿失禁、腰痛予防等

　対　　象： 一般市民

　派 遣 者： ５名

　担　　当： 熊本市北ブロック

【熊本市北ブロック】
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Ⅲ 医療保健福祉関連職種の資質向上に資する事業 １） 第２２回熊本県理学療法士学会

＜公３＞ 　期　　日： 平成３０年１２月

　場　　所： 熊本保健科学大学

　・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び技術 　テ ー マ： 「ＧＯ」

の向上に関する事業 　学 会 長： 勝木進

　・ 理学療法士の教育機関に協力し、理学療法士の資 　内 容 ①： 公開講座

質向上に寄与する事業 「スロー筋トレの理論と実践」

　講 師 ①： 都筑茂樹氏

[１] 熊本県理学療法士学会 熊本大学政策創造研究教育センター

教授

(目的) 　内 容 ②： 特別セミナー

参加者が新しい知見や技術を習得することで、リハビ 「セラピストにも必要な社会人マナー」

リテーションサービスの質的向上を図り、高齢者・障 　講 師 ②： 調整中

がい者（児）の身体機能の改善並びにその家族を含む 調整中

生活支援・地域支援に寄与することを目的としている 調整中

。一般県民に対しては、公開講座などを通じて、疾病 　内 容 ③： 特別セミナー

の成り立ちやリハビリテーション並びに理学療法（士 「認知運動療法の社会での活かし方」

）の内容とその役割などを説明することで、健康意識 　講 師 ③： 生野達也氏

の向上を図るとともに、高齢者・障がい者（児）並び 動きのコツ研究所

にその家族を含む生活支援に繋がることを目的として 理学療法士

いる。 　担　　当： 熊本市東ブロック

　対　　象： 一般

(内容) 【学会評議員会】

開催は年１回の企画である。毎回目指すテーマを決め

、そのテーマに沿った内容で、リハビリテーション領 ２） 第２３回熊本県理学療法士学会

域における最新の知見及び技術を有する講師を招聘し 　期　　日： 平成３０年５月～平成３１年３月

、特別講演やシンポジウムなどを実施している。また 　場　　所： 調整中

、会員による一般演題発表では、口述・ポスター発表 　内　　容： 第２３回熊本県理学療法士学会実施計画

の形式による各分野の発表を行う。座長を中心に、発 の立案・準備

表者と参加者とが質疑応答・議論を行う機会を確保す 　担　　当： 熊本市南ブロック

ることで、研究内容の更なる質的向上とともに新人理 【学会評議員会】

学療法士の育成にも寄与している。開催はブロックで

の持ち回りとすることで、医療保健福祉関連の新しい

情報を県内各地で発信できるようにしている。広報の

手段としては、熊本県理学療法士協会ホームページに

掲載、もしくは会員が所属する施設での学会ポスター

掲示等を行っている。参加者の知識・技術の向上が、

日々の臨床で対象となる方々へのリハビリテーション

サービスの質的向上と地域支援に繋がると同時に、県

内各地での開催は、一般県民の方々に対して、理学療

法（士）の特徴や役割を広く理解していただくことに

役立っていると考える。
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[２] 公開学術研修会 ３） 第７５回学術研修会

　期　　日： 平成３０年１０月１４日（日）

(目的) 　場　　所： 熊本保健科学大学

リハビリテーション並びに理学療法に関する効果的な 　内　　容： 講義

治療方法やリスク管理及び生活支援・地域支援に繋が 　テ ー マ： 「高次脳機能障害に対する理学療法

るような最新の知見・技術を習得し、科学的視点に基 ～ＰＵＳＨＥＲ現象を中心に～」

づき分析することで高齢者や障がい者（児）に対する 　講　　師： 阿部浩明氏

様々なリハビリテーションサービスの質的向上に繋が 広南病院

ることを目的としている。 理学療法士

　対　　象： 医療関連職種

(内容) 【学術部】

本研修会では、学術部を中心にリハビリテーション領

域における最新の知見・技術、並びに分析法について ４） 第７６回学術研修会

その分野の第一線で活躍する講師を招聘し、講義及び 　期　　日： 平成３０年１１月１０日（土）

実技講習の形態で年数回開催している。主な広報の手 　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院

段としては、熊本県理学療法士協会ホームページ掲載 　内　　容： 講義

にて行っている。新しい知見・技術の習得により治療 　テ ー マ： 「歩行・認知・知覚」

効果の改善や医療事故防止、生活支援・地域支援が図 　講　　師： 樋口貴弘氏

れる等、リハビリテーションサービスの質の向上に繋 首都大学東京

がるものと考える。また、関連する医療関連職種の参 教授

加に門戸を開き、チーム医療の普及啓発にも貢献して 　対　　象： 医療関連職種

いる。 【学術部】

１） 第７３回学術研修会 ５） 第６回理学療法士講習会（応用編）

　期　　日： 平成３０年６月２３日（土） 　期　　日： 平成３０年７月７日（土）

平成３０年６月２４日（日） 平成３０年７月８日（日）

　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院 　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院

　内　　容： 講義及び実技 　内　　容： 講義及び実技

　テ ー マ： 「腰痛の評価と治療について」 　テ ー マ： 「下肢運動器疾患の評価セミナー

　講　　師： 成田崇也氏 ～膝関節と運動連鎖のスペシャルテスト

健康科学大学 ～」

理学療法士 　講　　師： 園部俊晴氏

　対　　象： 医療関連職種 コンディション・ラボ

【学術部】 理学療法士

　講　　師： 今屋健氏

２） 第７４回学術研修会 関東労災病院

　期　　日： 平成３０年９月８日（土） 理学療法士

平成３０年９月９日（日） 　対　　象： 医療関連職種

　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院 【学術部】

　内　　容： 講義及び実技

　テ ー マ： 「胸郭運動システムについて」

　講　　師： 柿崎藤泰氏

文京学院大学

理学療法士

　対　　象： 医療関連職種

【学術部】



＜公３＞

６） 熊本市北ブロック地域包括ケア勉強会 [３] 臨床実習研修会

　期　　日： 平成３０年９月１２日（水）

　場　　所： 熊本保健科学大学 (目的)

　内　　容： 包括ケアシステム関連・講義 理学療法士の養成では学内教育に加え１８週間以上の

　テ ー マ： 調整中 臨床実習が義務づけられている。県内に６校ある養成

　講 師 ①： 調整中 校（大学・専門学校）の学生は３年以上の臨床経験を

調整中 持つ実習指導者のもと臨床教育実習を行う必要がある

医師 。本研修会では、実習指導者が臨床実習における学生

　講 師 ②： 野尻晋一 指導に関して、資質・知識・技術の側面から適切なる

介護老人保健施設清雅苑 支援を行うべくその技能の向上に努めるとともに、指

理学療法士 導者の視点からみた課題や問題点の共有化を図ること

　講 師 ③： 調整中 で充実した臨床実習場面を提供し将来の専門職として

調整中 現場を担う学生に対しての臨床教育の質を高めること

包括支援センター介護支援専門員 を目的としている。

　対　　象： 会員並びに医療福祉介護従事者

【熊本市北ブロック】 (内容)

本研修の主な内容は、臨床実習の指導方法や考え方、

７） 熊本市東ブロック連携研修会 指導に苦慮した学生への対応とその事例検討、並びに

　期　　日： 平成３０年９月 コミュニケーションのとり方など具体的かつ実践的な

　場　　所： 調整中 ものである。講師は、教育に精通する関係者、並びに

　内　　容： 講義 臨床実習指導者の中でも経験豊富で、かつ学会や執筆

　テ ー マ： 「退院支援」 活動等でも活躍されている方々を県内外問わず広く招

　講 師 ①： 調整中 聘している。研修形態は、講義に加えワークショップ

調整中 を取り入れることで、講師と参加者との意見交換を密

医療相談員 に図り、臨床実習に関する課題や方向性を共有化でき

　講 師 ②： 調整中 るよう努めている。また、本会独自の臨床実習手引き

調整中 書を作成し、本会ホームページから自由にダウンロー

介護支援専門員 ドできるようにしている。また、本研修会広報の手段

　対　　象： 医療関連職種 としては、熊本県理学療法士協会ホームページへの掲

【熊本市東ブロック】 載を主体に行っている。

１） 第１３回臨床実習教育研修会

　期　　日： 平成３０年６月１６日（土）

　場　　所： 熊本総合医療リハビリテーション学院

　内　　容： 講義

　テ ー マ： 「クリニカル・クラークシップによる臨

床実習教育の展開」

　講　　師： 中川法一氏

増原クリニック

理学療法士

　対　　象： 会員並びに医療関連職種

【教育部】



＜公３＞

[４] 専門領域研修会 ２） 第４回小児理学療法講習会（応用編）

　期　　日： 平成３０年５月２７日（日）

(目的) 　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院

理学療法の対象となる障害は多岐にわたり、対象年齢 　内　　容： 講義及び実技

も乳幼児から高齢者まで広い年齢層となっている。本 　テ ー マ： 「神経・筋疾患の在宅呼吸ケアについて

研修会は、日々進歩する医療技術と変遷する諸制度の 」

理解を深めながら、最新の専門的知識・技術を習得し 　講　　師： 三浦利彦氏

日常の臨床場面で効果的な理学療法を実践することを 八雲病院

目的としている。加えて、医療保健福祉並びに教育関 理学療法士

係に従事する方々に対して、最新の理論や実践的手法 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

、生活支援・地域支援のあり方などを教授し共有化す 【専門領域部小児班】

ることで、高齢者や障がい者（児）に対する様々なリ

ハビリテーションサービスの質的向上に繋がることも

目的としている。

(内容)

専門領域研修会の内容は、内部障害に対する援助の方

法、スポーツ選手の障害予防やパフォーマンス向上の

ためのテーピングやトレーニング方法、呼吸・循環器

系のリスク管理や実践的リハビリテーションの方法及

び吸引技術の習得などを行う。また、障がい児の療育

支援・在宅生活に関する理学療法の基本知識からその

実践的内容までを学ぶ機会となっている。講師は、各

領域において経験豊富で、かつ学会や執筆活動等でも

活躍されている方々、もしくは本会専門領域部の各専

門班にて十分に研鑽を積んだ会員がこれにあたってい

る。研修形態は、講義形式に加え、実践的技術習得を

目的として演習を含む形式をとっている。広報の手段

としては、熊本県理学療法士協会ホームページ掲載を

主体に行っている。また、関係する医療関連職種に対

して広く門戸を開き、チーム医療の普及啓発にも貢献

している。本研修会に参加する理学療法士並びに医療

関係者・スポーツ指導者の知識技術が更に高まること

で、県民の健康意識の向上や高齢者・障がい者（児）

並びにその家族の健康的な生活支援と地域支援に寄与

している。

１） 第４回小児理学療法講習会（基本編）

　期　　日： 平成３０年１０月２１日（日）

　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院

　内　　容： 講義

　テ ー マ： 「小児リハビリテーションのための発達

科学

～小児のニューロリハビリテーションへ

向けて～」

　講　　師： 浅野大喜氏

日本バプテスト病院

理学療法士

　対　　象： 会員並びに医療関連職種

【専門領域部小児班】



＜公３＞

３） 第１５回呼吸循環系理学療法セミナー 補助講師⑥： 前本英樹

　期　　日： 平成３０年６月２３日（土） 熊本中央病院

平成３０年６月２４日（日） 理学療法士

　場　　所： 九州看護福祉大学 補助講師⑦： 備瀬隆広

　内　　容： 呼吸リハ及び呼吸循環動態を踏まえたリ 熊本リハビリテーション病院

スク管理の講義及び演習 理学療法士

　テ ー マ： 「呼吸リハビリテーション 補助講師⑧： 宮本克也

～呼吸ケアスタッフのための呼吸リハア 青磁野リハビリテーション病院

プローチと多職種連携～」 理学療法士

　講 師 ①： 大池貴行 補助講師⑨： 境孔平

九州看護福祉大学 熊本中央病院

理学療法士 理学療法士

　講 師 ②： 與座嘉康 補助講師⑩： 調整中

熊本保健科学大学 調整中

理学療法士 調整中

　講 師 ③： 石川陽介 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

済生会熊本病院 【専門領域部呼吸・循環班】

理学療法士

　講 師 ④： 日髙淳

済生会熊本病院

理学療法士

　講 師 ⑤： 藤田美紀男

江南病院

理学療法士

　講 師 ⑥： 川俣幹雄

九州看護福祉大学

理学療法士

　講 師 ⑦： 森下一樹

済生会熊本病院

理学療法士

　講 師 ⑧： 平田奈穂美氏

熊本中央病院

医師

　講 師 ⑨： 矢田ともみ氏

済生会熊本病院

看護師

補助講師①： 森下志子

九州看護福祉大学

理学療法士

補助講師②： 仁田脇宣男

済生会熊本病院

理学療法士

補助講師③： 寺島裕雅

済生会熊本病院

理学療法士

補助講師④： 坂本慎一

九州中央リハビリテーション学院

理学療法士

補助講師⑤： 和田博暁

熊本地域医療センター

理学療法士



＜公３＞

４） 第９回吸引セミナー 補助講師⑬： 境孔平

　期　　日： 平成３０年９月２日（日） 熊本中央病院

　場　　所： 九州看護福祉大学 理学療法士

　内　　容： 吸引に関する基礎 補助講師⑭： 調整中

排痰及び吸引の実技実習 調整中

　テ ー マ： 「吸引法の技術習得」 調整中

　講 師 ①： 坂本慎一 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

九州中央リハビリテーション学院 【専門領域部呼吸・循環班】

理学療法士

　講 師 ②： 石川陽介 ５） 第１０回専門領域部糖尿病班研修会

済生会熊本病院 　期　　日： 調整中

理学療法士 　場　　所： 宇城総合病院

　講 師 ③： 備瀬隆広 　内　　容： 講義

熊本リハビリテーション病院 　テーマ①： 「糖尿病の基礎、運動療法の効果と合併

理学療法士 症」

補助講師①： 大池貴行 　講 師 ①： 前川直也

九州看護福祉大学 水俣市立総合医療センター

理学療法士 理学療法士

補助講師②： 森下志子 　テーマ②： 「リスク管理、運動処方、症例紹介」

九州看護福祉大学 　講 師 ②： 調整中

理学療法士 宇城総合病院

補助講師③： 與座嘉康 理学療法士

熊本保健科学大学 　対　　象： 会員並びに医療関係職種

理学療法士 【専門領域部糖尿病班】

補助講師④： 川俣幹雄

九州看護福祉大学

理学療法士

補助講師⑤： 日髙淳

済生会熊本病院

理学療法士

補助講師⑥： 仁田脇宣男

済生会熊本病院

理学療法士

補助講師⑦： 森下一樹

済生会熊本病院

理学療法士

補助講師⑧： 寺島裕雅

済生会熊本病院

理学療法士

補助講師⑨： 和田博暁

熊本地域医療センター

理学療法士

補助講師⑩： 前本英樹

熊本中央病院

理学療法士

補助講師⑪： 藤田美紀男

江南病院

理学療法士

補助講師⑫： 宮本克也

青磁野リハビリテーション病院

理学療法士



＜公３＞

６） 第２３回テーピング講習会（膝関節編） ７） 第２４回テーピング講習会（膝関節編）

　期　　日： 平成３０年７月 　期　　日： 平成３１年２月

　場　　所： 成尾整形外科病院 　場　　所： 熊本機能病院

　内　　容： 講義及び実技 　内　　容： 講義及び実技

　テ ー マ： 「アスレチック・テーピングの基礎知識 　テ ー マ： 「アスレチック・テーピングの基礎知識

とその限界」 とその限界」

　講 師 ①： 木村淳一 　講 師 ①： 木村淳一

自衛隊熊本病院 自衛隊熊本病院

理学療法士 理学療法士

　講 師 ②： 西村英治 　講 師 ②： 西村英治

熊本整形外科病院 熊本整形外科病院

理学療法士 理学療法士

　講 師 ③： 松原淳一 　講 師 ③： 松原淳一

熊本整形外科病院 熊本整形外科病院

理学療法士 理学療法士

補助講師①： 川中洋平 補助講師①： 川中洋平

成尾整形外科病院 成尾整形外科病院

理学療法士 理学療法士

補助講師②： 橋本洋一郎 補助講師②： 橋本洋一郎

熊本整形外科病院 熊本整形外科病院

理学療法士 理学療法士

補助講師③： 田中京介 補助講師③： 田中京介

せんだメディカルクリニック せんだメディカルクリニック

理学療法士 理学療法士

補助講師④： 谷川直昭 補助講師④： 谷川直昭

熊本駅前看護リハビリテーション学院 熊本駅前看護リハビリテーション学院

理学療法士 理学療法士

補助講師⑤： 陣上修一 補助講師⑤： 陣上修一

熊本保健科学大学 熊本保健科学大学

理学療法士 理学療法士

補助講師⑥： 園村和輝 補助講師⑥： 園村和輝

おおつか整形外科 おおつか整形外科

理学療法士 理学療法士

　対　　象： 一般 　対　　象： 一般

【専門領域部スポーツ班】 【専門領域部スポーツ班】

８） 第８回介護保険領域における研修会

　期　　日： 平成３０年１２月

　場　　所： 熊本保健科学大学

　内　　容： 講義及び実技

　テ ー マ： 「介護保険領域のリハビリテーション」

　講　　師： 調整中

調整中

調整中

　対　　象： 会員並びに医療関連職種

【介護保険部】



＜他１＞

Ⅳ 会員の資質向上のための事業＜他１＞ 　講 師 ⑥： 田島徹朗

九州中央リハビリテーション学院

　・ 理学療法士の職業倫理の高揚並びに学術及び　技 理学療法士

術の向上に関する事業 　内 容 ⑦： 「Ｃ－１　神経系疾患の理学療法」

　・ 理学療法に関する会誌その他の刊行物の発行及び 　講 師 ⑦： 岡本彬

調査研究に寄与する事業 にしくまもと病院

　・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 理学療法士

　・ 理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に関 　内 容 ⑧： 「Ｃ－２　運動器疾患の理学療法」

する事業 　講 師 ⑧： 松原淳一

熊本整形外科病院

[１] 新人研修会 理学療法士

　内 容 ⑨： 「Ｃ－３　内部障害の理学療法」

(目的) 　講 師 ⑨： 河﨑靖範

研修プログラムに則り新人理学療法士を教育すること 熊本リハビリテーション病院

で、医療人としての倫理観と人間性・専門性を育み、 理学療法士

社会のニーズに応えうる人材を育成することを目的と 　内 容 ⑩： 「Ｃ－４　高齢者の理学療法」

している。 　講 師 ⑩： 槌田義美

熊本リハビリテーション病院

(内容) 理学療法士

研修内容は、関連法規・職業倫理・リスク管理・疾患 　内 容 ⑪： 「Ｃ－５　地域リハビリテーション」

別の理学療法等に関するもので、定められた研修プロ 　講 師 ⑪： 京極大樹

グラムに則って開催している。広報の手段としては、 朝日野総合病院

熊本県理学療法士協会ホームページ掲載を主体に行っ 理学療法士

ている。 　内 容 ⑫： 「Ｄ－１　社会の中の理学療法」

　講 師 ⑫： 大脇秀一

１） 平成３０年度第１回新人研修会 朝日野総合病院

　期　　日： 平成３０年８月４日（土） 理学療法士

平成３０年８月５日（日） 　内 容 ⑬： 「Ｄ－２　生涯学習と理学療法の専門領

　場　　所： 熊本保健科学大学 域」

　内 容 ①： 「Ａ－１　理学療法と倫理」 　講 師 ⑬： 大脇秀一

　講 師 ①： 北里堅二 朝日野総合病院

菊南病院 理学療法士

理学療法士 　内 容 ⑭： 「Ｅ－１　臨床実習指導方法論」

　内 容 ②： 「Ａ－３　リスクマネジメント 　講 師 ⑭： 長福武志

（安全管理と感染予防含む）」 熊本セントラル病院

　講 師 ②： 前田英児 理学療法士

にしくまもと病院 　対　　象： 会員

理学療法士 【教育部】

　内 容 ③： 「Ａ－４　人間関係及び接遇

（労働衛生含む）」 ２） 平成３０年度第２回新人研修会

　講 師 ③： 坂崎浩一 　期　　日： 平成３０年１０月６日（土）

熊本総合医療リハビリテーション学院 平成３０年１０月７日（日）

理学療法士 　場　　所： 熊本保健科学大学

　内 容 ④： 「Ａ－５　理学療法における関連法規」 　内 容 ①： 「Ａ－１　理学療法と倫理」

　講 師 ④： 山口里美 　講 師 ①： 北里堅二

宇城総合病院 菊南病院

理学療法士 理学療法士

　内 容 ⑤： 「Ｂ－１　一次救命処置と基本処置」 　内 容 ②： 「Ａ－３　リスクマネジメント

　講 師 ⑤： 筒井宏益 （安全管理と感染予防含む）」

江南病院 　講 師 ②： 前田英児

理学療法士 にしくまもと病院

　内 容 ⑥： 「Ｂ－３　統計方法」 理学療法士
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　内 容 ③： 「Ａ－４　人間関係及び接遇 [２] 管理者研修会

（労働衛生含む）」

　講 師 ③： 坂崎浩一 (目的)

熊本総合医療リハビリテーション学院 理学療法士としての管理能力を高め、職場の倫理意識

理学療法士 の高揚を図ることで、リハビリテーションサービスの

　内 容 ④： 「Ａ－５　理学療法における関連法規」 質的向上と、県民の健康意識の向上や高齢者・障がい

　講 師 ④： 山口里美 者（児）の身体機能の改善並びにその家族を含む生活

宇城総合病院 支援に寄与することを目的としている。

理学療法士

　内 容 ⑤： 「Ｂ－２　クリニカルリーズニング」 (内容)

　講 師 ⑤： 佐藤亮 新たに編成した計３回の管理者教育を再開し、昨年同

勝久病院 様、地域包括ケアリーダー導入研修や介護予防推進リ

理学療法士 ーダー研修と併せて、時代のニーズに応じた管理者研

　内 容 ⑥： 「Ｂ－４　症例検討・発表の仕方」 修を予定している。広報の手段としては、熊本県理学

　講 師 ⑥： 飯星雅朗 療法士協会ホームページ掲載を主体に行っている。

九州中央リハビリテーション学院

理学療法士 １） 平成３０年度第１回管理者教育研修会

　内 容 ⑦： 「Ｃ－１　神経系疾患の理学療法」 　期　　日： 平成３０年７月２１日（土）

　講 師 ⑦： 岡本彬 　場　　所： 桜十字病院

にしくまもと病院 　内　　容： 講義

理学療法士 　テ ー マ： 「リーダーシップ論」

　内 容 ⑧： 「Ｃ－２　運動器疾患の理学療法」 　講 師 ①： 吉田道雄氏

　講 師 ⑧： 松原淳一 熊本大学

熊本整形外科病院 教授

理学療法士 　講 師 ②： 小川克巳氏

　内 容 ⑨： 「Ｃ－３　内部障害の理学療法」 －

　講 師 ⑨： 河﨑靖範 参議院議員・理学療法士

熊本リハビリテーション病院 　講 師 ③： 松本泉

理学療法士 熊本駅前看護リハビリテーション学院

　内 容 ⑩： 「Ｃ－４　高齢者の理学療法」 理学療法士

　講 師 ⑩： 槌田義美 　対　　象： 会員並びに医療専門職種

熊本リハビリテーション病院 【教育部】

理学療法士

　内 容 ⑪： 「Ｃ－５　地域リハビリテーション」 ２） 平成３０年度第２回管理者教育研修会

　講 師 ⑪： 京極大樹 　期　　日： 平成３０年１０月１９日（金）

朝日野総合病院 　場　　所： 桜十字病院

理学療法士 　内　　容： 講義

　内 容 ⑫： 「Ｄ－３　理学療法の研究方法論」 　テ ー マ： 「人材育成」

　講 師 ⑫： 林寿恵 　講 師 ①： 菊池健氏

阿蘇温泉病院 桜十字病院

理学療法士 参与

　内 容 ⑬： 「Ｄ－４　理学療法士のための医療政策 　講 師 ②： 松本泉

論」 熊本駅前看護リハビリテーション学院

　講 師 ⑬： 増田安至 理学療法士

アドミニ 　対　　象： 会員並びに医療専門職種

理学療法士 【教育部】

　内 容 ⑭： 「Ｅ－２　ティーチングとコーチング」

　講 師 ⑭： 野津原豊

野津原内科医院

理学療法士

　対　　象： 会員

【教育部】
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３） 平成３０年度第３回管理者教育研修会 ５） 平成３０年度第●回指定管理者研修会

　期　　日： 平成３１年１月１８日（金） 　期　　日： 調整中

　場　　所： 桜十字病院 　場　　所： 調整中

　内　　容： 講義 　内　　容： 調整中

　テ ー マ： 「クレーム・コンフリクトへの対応と医 　テ ー マ： 調整中

療安全」 　講　　師： 調整中

　講 師 ①： 森照明氏 調整中

大分岡病院 理学療法士

医師 　対　　象： 会員

　講 師 ②： 岩崎浩思氏 　担　　当： 菊阿ブロック

本庄内科病院 【菊阿ブロック】

放射線技師

　講 師 ③： 松本泉 ６） 平成３０年度第●回指定管理者研修会

熊本駅前看護リハビリテーション学院 　期　　日： 平成３０年１１月

理学療法士 　場　　所： 介護老人保健施設白藤苑

　対　　象： 会員並びに医療専門職種 　内　　容： 調整中

　テ ー マ： 調整中

【教育部】 　講　　師： 調整中

調整中

４） 地域包括ケア・介護予防推進リーダー導入研修 理学療法士

　事 業 名： 地域包括ケア推進リーダー導入研修 　対　　象： 会員

　期　　日： 平成３０年１０月２０日（土） 　担　　当： 熊本市西ブロック

　場　　所： 阿蘇温泉病院 【熊本市西ブロック】

　内　　容： 講義

　テ ー マ： 調整中

　講 師 ①： 調整中 [３] 卒後研修会

調整中

理学療法士 (目的)

　講 師 ②： 調整中 リハビリテーション並びに理学療法を実施する中で、

調整中 求められる適切な対応を身に付け、理学療法士として

理学療法士 かつ社会人としての基礎的な資質向上を図ることを目

　対　　象： 会員 的とする。

　事 業 名： 介護予防推進リーダー導入研修 (内容)

　期　　日： 平成３０年１０月２１日（日） 今年度は職業倫理セミナーは一時中止するが、引き続

　場　　所： 阿蘇温泉病院 いて倫理に関する情報収集および発信については継続

　内　　容： 講義 していく。

　テ ー マ： 調整中

　講 師 ①： 調整中

調整中

理学療法士

　講 師 ②： 調整中

調整中

理学療法士

　対　　象： 会員

【保健福祉部】
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[４] 保険診療研修会の開催並びに保険関連対応業務 ４） 第１９回介護保険診療研修会

　期　　日： 平成３０年５月

(目的) 　場　　所： 熊本保健科学大学

医療保険は２年毎、介護保険は３年毎に診療報酬内容 　内　　容： 平成３０年度介護報酬改定説明会

が見直されている中で、医療保健福祉関係者は常に最 　テ ー マ： 調整中

新の情報を得たうえで、適切なサービスを提供しなけ 　講　　師： 調整中

ればならない。本事業では、研修会開催等を通じ広く 調整中

情報提供することで、円滑なるサービス提供に繋がる 調整中

など、県民の医療・保健・福祉の向上に大きく寄与す 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

ることを目的としている。 【介護保険部】

(内容) ５） 介護保険関連の問合わせ窓口業務

平成３０年度は医療介護保険の同時改定となっており 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

、理学療法士の携わる業務に密接な関係がある制度の 　内　　容： 介護保険改正に関する問い合わせ業務

改訂内容や基準変更などの重要内容について研修会を 【介護保険部】

実施する予定となっている。その他、診療報酬や介護

報酬に関する通常の質問や個別事例については、電話 [５] 学術資料収集・提供

やメールにて適宜対応している。場合によっては、必

要内容を電子媒体化を行い、熊本県理学療法士協会ホ (目的)

ームページ掲載を行う予定である。 学術書籍や医学雑誌等を購入し会員に貸出を行い、理

学療法の基本的理論や実践的手法を教授し共有化し、

１） 第３４回医療保険診療研修会 対象となる方々へのリハビリテーションサービスの質

　期　　日： 平成３０年４月２１日（土）または 的向上を図ることを目的としている。

平成３０年５月１９日（土）

　場　　所： 調整中 (内容)

　内　　容： リハ関連診療報酬制度についての講義 学術書籍や医学雑誌等の購入と貸し出し。熊本県理学

　テ ー マ： 「平成３０年度診療報酬改定について 療法士協会ホームページで紹介している。

～リハ関連診療報酬の整理～」

　講　　師： 山下智弘 １） 学術資料関連事業

宇城総合病院 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

理学療法士 　内　　容： ①書籍、ＤＶＤ等の購入・提供

　対　　象： 医療関連職種 ②学術的諸資料の提供体制の構築

【医療保険部】 ③本会学術誌作成準備

【学術部】

２） 第３５回医療保険診療研修会

　期　　日： 平成３０年１２月～平成３１年３月

　内　　容： 事業内容の検討 [６] 調査活動

【医療保険部】

(目的)

３） 医療保険関連の問合わせ窓口業務 理学療法やリハビリテーション等、医療保健福祉領域

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 に関する事項について調査し、県民や医療関連職種、

　内　　容： 医療保険に関する問合わせへの対応 理学療法士の意識・意見をもとに、行政等への提言や

※メール受付にて対応 協会活動の今後の方針決定等に反映させることを目的

【医療保険部】 としている。

(内容)

事業所（場）の労働安全衛生担当者を対象とし、産業

保健分野におけるニーズについてアンケート調査を実

施する。アンケートの結果については、本会ホームペ

ージ等に掲載する他、本会の今後の活動に反映させる

べく審議の材料として活用する。
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１） 産業理学療法に関する調査 ５） 八代ブロック勉強会

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 　期　　日： 平成３０年１０月

　内　　容： 産業理学療法に関する情報収集 　場　　所： 調整中

【保健福祉部】 　内　　容： 講義及び情報交換

　テ ー マ： 調整中

　講　　師： 浪本正晴

[７] 各ブロック支援 九州中央リハビリテーション学院

理学療法士

(目的) 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

会員並びに多職種との交流を図るとともに各地域に密 【八代ブロック】

着した形での公益事業展開を進めることなど、全県域

における本会活動の活性化を図ることを目的としてい ６） 天草ブロック全体会議

る。 　期　　日： 平成３０年５月１１日（金）

　場　　所： 天草第一病院

(内容) 　内　　容： 天草ブロック組織の説明

各地域における勉強会の開催、健康まつり等市町村が 年度事業説明

行っている様々な事業への参加協力等に関する調整等 【天草ブロック】

を行う。

７） 天草ブロック役員会議

１） ブロック長会議 　期　　日： 平成３０年４月・５月・１０月（２回）

　期　　日： 平成３０年９月 平成３１年２月（年５回）

　場　　所： 九州中央リハビリテーション学院 　場　　所： 天草中央総合病院附属介護老人保健施設

　内　　容： 事業中間報告 　内　　容： 連絡調整、活動報告等

平成３１年度事業に関する検討 予算編成

【地域局】 【天草ブロック】

２） 県北ブロック会議 ８） 天草ブロック第１回定例勉強会

　期　　日： 平成３０年５月・８月・１１月 　期　　日： 平成３０年７月１３日（金）

（年３回） 　場　　所： 天草中央総合病院

　場　　所： 調整中 　内　　容： 講義

　内　　容： 連絡調整、活動報告等 　テ ー マ： 「歩行のバイオメカニクス」

【県北ブロック】 　講　　師： 山口亮聖

福本病院

３） 菊阿ブロック会議 理学療法士

　期　　日： 平成３０年６月、平成３１年２月 　対　　象： 会員

（年２回） 【天草ブロック】

　場　　所： 調整中

　内　　容： 連絡調整、活動報告等 ９） 天草ブロック第２回定例勉強会

【菊阿ブロック】 　期　　日： 平成３０年９月１４日（金）

　場　　所： 天草中央総合病院

４） 八代ブロック会議 　内　　容： 講義

　期　　日： 平成３０年１１月（年１回） 　テ ー マ： 「１０・１５・２０年目前後の会員によ

　場　　所： 調整中 る発表」

　内　　容： 連絡調整、活動報告等 　講 師 ①： 井上智博

【八代ブロック】 リハステーションＲＩＣＨＥ

理学療法士

　講 師 ②： 福田裕二

通所リハビリテーションセンター槇の木

理学療法士

　対　　象： 会員

【天草ブロック】
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10） 天草ブロック第３回定例勉強会 15） 県南ブロック第１回定例勉強会

　期　　日： 平成３０年１０月１２日（金） 　期　　日： 平成３０年６月

　場　　所： 天草中央総合病院 　場　　所： 水俣市立総合医療センター

　内　　容： 講義及び実技 　内　　容： 調整中

　テ ー マ： 「基本的動作介助法について」 　テ ー マ： 調整中

　講　　師： 池田仁亮 　講　　師： 調整中

天草市立牛深市民病院 調整中

理学療法士 理学療法士

　対　　象： 会員 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

【天草ブロック】 【県南ブロック】

11） 天草ブロック第４回定例勉強会 16） 県南ブロック第２回定例勉強会

　期　　日： 平成３１年２月８日（金） 　期　　日： 平成３０年８月

　場　　所： 天草中央総合病院 　場　　所： 水俣市立総合医療センター

　内　　容： 講義 　内　　容： 調整中

　テ ー マ： 「作業療法について」 　テ ー マ： 調整中

　講　　師： 鶴長勇生氏 　講　　師： 調整中

福本病院 調整中

作業療法士 理学療法士

　対　　象： 会員 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

【天草ブロック】 【県南ブロック】

12） 天草ブロック第５回定例勉強会 17） 県南ブロック第３回定例勉強会

　期　　日： 平成３１年３月８日（金） 　期　　日： 平成３０年１０月

　場　　所： 天草中央総合病院 　場　　所： 水俣市立総合医療センター

　内　　容： ３年目の会員による症例検討会 　内　　容： 調整中

　対　　象： 会員　 　テ ー マ： 調整中

【天草ブロック】 　講　　師： 調整中

調整中

13） 天草ブロック特別講義 理学療法士

　期　　日： 平成３０年６月８日（金） 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

　場　　所： 天草中央総合病院 【県南ブロック】

　内　　容： 講義

　テ ー マ： 「糖尿病治療と理学療法士へ期待するこ 18） 県南ブロック第４回定例勉強会

と」 　期　　日： 平成３０年１２月

　講　　師： 村松剛氏 　場　　所： 水俣市立総合医療センター

熊本大学医学部附属病院 　内　　容： 調整中

医師 　テ ー マ： 調整中

　対　　象： 会員 　講　　師： 調整中

【天草ブロック】 調整中

理学療法士

14） 県南ブロック会議 　対　　象： 会員並びに医療関連職種

　期　　日： 平成３０年４月（年１回） 【県南ブロック】

　場　　所： 水俣市立総合医療センター

　内　　容： 連絡調整、活動報告等

勉強会講師選定等

【県南ブロック】
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19） 県南ブロック第５回定例勉強会 24） 熊本市北ブロック災害関連勉強会

　期　　日： 平成３１年２月 　期　　日： 平成３０年１１月１４日（水）

　場　　所： 水俣市立総合医療センター 　場　　所： 熊本機能病院

　内　　容： 講義 　内　　容： 災害対策・講義・レクチャー

　テ ー マ： 「整形外科のリハビリテーション」 　テ ー マ： 「大災害時どう動く」

　講　　師： 森山誘太 　講　　師： 佐藤亮

熊本整形外科病院 勝久病院

理学療法士 理学療法士

　対　　象： 会員並びに医療関連職種 　補助講師： ６名

【県南ブロック】 調整中

調整中

20） 熊本市中央ブロック会議 　対　　象： 会員

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 【熊本市北ブロック】

（年２回）

　場　　所： 成尾整形外科病院 25） 熊本市西ブロック会議

　内　　容： 連絡調整、活動報告等 　期　　日： 平成３０年６月、平成３１年２月

【熊本市中央ブロック】 （年２回）

　場　　所： 介護老人保健施設白藤苑

21） 熊本市北ブロック会議 　内　　容： 連絡調整、活動報告等

　期　　日： 平成３０年５月１８日（金） 公益事業派遣者調整等

　場　　所： 熊本機能病院 【熊本市西ブロック】

　内　　容： 連絡調整、活動報告等

【熊本市北ブロック】 26） 熊本市東ブロック会議

　期　　日： 平成３０年４月・１０月

22） 熊本市北ブロック症例検討会 平成３１年２月（年３回）

　期　　日： 平成３１年１月２７日（日） 　場　　所： 調整中

　場　　所： 熊本保健科学大学 　内　　容： 連絡調整、活動報告等

　内　　容： 症例検討会 【熊本市東ブロック】

　対　　象： 会員

【熊本市北ブロック】 27） 第１回熊本市東ブロック勉強会

　期　　日： 平成３０年６月

23） 熊本市北ブロック研究促進勉強会 　場　　所： 調整中

　期　　日： 平成３０年６月２０日（水） 　内　　容： 講義

　場　　所： 熊本保健科学大学 　テ ー マ： 「コミュニケーション」

　内　　容： 研究促進勉強会 　講　　師： 松本泉

　テ ー マ： 調整中 熊本駅前看護リハビリテーション学院

　講 師 ①： 鏑木誠 理学療法士

熊本保健科学大学 　対　　象： 会員

理学療法士 【熊本市東ブロック】

　テ ー マ： 「工学的手法を用いたリハビリテーショ

ン評価」 28） 第２回熊本市東ブロック勉強会

　講 師 ②： 松原誠仁 　期　　日： 平成３０年１１月

熊本保健科学大学 　場　　所： （株）くますま

理学療法士 　内　　容： 講義

　対　　象： 会員 　テ ー マ： 「車いす」

【熊本市北ブロック】 　講　　師： 調整中

調整中

理学療法士

　対　　象： 会員

【熊本市東ブロック】
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29） 熊本市南ブロック会議 [９] 福利厚生

　期　　日： 平成３０年５月・８月・１１月

平成３１年２月（年４回） (目的)

　場　　所： 介護老人保健施設ぼたん園 会員が理学療法業務並びに本会活動を安心かつ的確に

　内　　容： 連絡調整、活動報告等 遂行できるよう支援することを目的としている。

公益事業の企画・予算案検討

【熊本市南ブロック】 (内容)

会員が本会の公益事業やその他の事業に参加する際、

30） 第１回熊本市南地区勉強会 偶発した事故についての保障体制整備をしたり、出産

　期　　日： 平成３１年１月 や疾病等で離職したあとの復職支援として、診療報酬

　場　　所： 桜十字病院 に関する情報提供や理学療法業務に関する再履修の機

　内　　容： 調整中 会を提供できるような体制を整備する。

　テ ー マ： 調整中

　講　　師： 上村恭生 １） 会員福利厚生

熊本中央病院 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

理学療法士 　内　　容： ①医療保険部及び介護保険部作成の資料

　対　　象： 会員 提供

【熊本市南ブロック】 ②保険事業

【厚生部】

[８] 入会促進 ２） 理学療法士復職支援事業

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

(目的) 　場　　所： 調整中

非会員理学療法士の入会を促進し、本会活動を通じ理 　内　　容： 復職に関する相談及び情報提供

学療法士の更なる質の向上を目的としている。 研修に関する調整業務

　講　　師： 調整中

(内容) 調整中

非会員の理学療法士（主に新卒者）に対し、本会の活 理学療法士

動内容や組織構成、会費等について説明をしたうえで 　対　　象： 会員

入会を勧める。 【厚生部】

１） 平成３０年度新卒者研修会 ３） 復職支援

　期　　日： 平成３０年６月２３日（土） 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　場　　所： 調整中 　内　　容： 復職者への医療保険情報の提供

　内　　容： 本会の組織説明 【医療保険部】

事業計画説明

事務連絡 ４） 復職支援

「Ａ－２　協会組織と生涯学習システム 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

」 　内　　容： 介護保険資料集の作成

　講　　師： 調整中 【介護保険部】

調整中

調整中

　対　　象： 新人会員

【厚生部】
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[10] 関連団体との会議出席及び連携交流に関する事業 ５） 熊本市介護認定審査会

　事業主体： 熊本市

(目的) 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

関連団体と協力しながら保健・医療・福祉に関する情 　内　　容： 要介護及び要支援に係る認定審査

報を適宜提供することや冊子・パンフレットなどを作 　派 遣 者： ８名

成することで、県民の健康意識の向上や高齢者・障が 【他１－10】

い者（児）の身体機能の改善並びにその生活支援に寄

与することを目的としている。 ６） 熊本市介護給付費等の支給に関する審査会

　事業主体： 熊本市

(内容) 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

県や市町村が開催する会議に参加し、その活動に対し 　内　　容： 熊本市障害者自立支援法に係る審査

専門的視点からの提言や、医療・保健・福祉に関する 　派 遣 者： １名

資料作成や情報提供に協力する。 【他１－10】

１） 熊本県介護保険審査会 ７） 訪問看護・訪問介護合同検討委員会

　事業主体： 熊本県 　事業主体： 熊本市地域リハビリテーション協議会

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 介護保険に係る審査 　内　　容： 現状報告

　派 遣 者： １名 訪問看護及び訪問介護の課題について

【他１－10】 　派 遣 者： １名

【他１－10】

２） 熊本県地域リハビリテーション推進会議（熊本県市町

村介護予防事業評価支援会議） ８） リハビリテーション検討委員会

　事業主体： 熊本県 　事業主体： 熊本市地域リハビリテーション協議会

　期　　日： 平成３０年度 　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 平成３０年度活動報告 　内　　容： 熊本圏域における地域リハビリテーショ

平成３１年度活動計画について ン広域支援センターの活動状況報告

市町村介護予防事業の評価・支援につい リハビリテーションの課題について

て 　派 遣 者： １名

　派 遣 者： １名 【他１－10】

【他１－10】

９） 在宅サービス手引書編集委員会

３） 熊本県健康づくり県民会議 　事業主体： 熊本市地域リハビリテーション協議会

　事業主体： 熊本県 　期　　日： 平成３０年度

　期　　日： 平成３０年度 　内　　容： 手引書の企画・編集作業等

　内　　容： 健康づくり県民会議表彰 　派 遣 者： １名

健康づくり県民会議の取り組みテーマに 【他１－10】

ついて

　派 遣 者： １名 10） 菊池広域連合介護認定審査会

【他１－10】 　事業主体： 菊池広域連合会

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

４） 平成３０年度補装具適正交付連絡協議会 　内　　容： 要介護及び要支援に係る認定審査

　事業主体： 熊本県福祉総合相談所 　派 遣 者： ５名

熊本市障がい者福祉相談所 【他１－10】

　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 県内における障害者の更生援護等に係る 11） 菊池広域連合障害者総合支援審査会

研究について 　事業主体： 菊池広域連合会

協議並びに情報交換 　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

　派 遣 者： １名 　内　　容： 障害区分認定に係る審査

【他１－10】 　派 遣 者： １名

【他１－10】
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12） 宇城広域連合介護認定審査会 17） 熊本県地域リハビリテーション支援センター運営委員

　事業主体： 宇城広域連合会 会、シンポジウム・特別講演

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 　事業主体： 熊本地域リハビリテーション支援協議会

　内　　容： 要介護及び要支援に係る認定審査 熊本県地域リハビリテーション支援セン

　派 遣 者： ２名 ター

【他１－10】 　期　　日： 平成３０年度

　内　　容： 平成２９年度県委託事業について

13） 八代市介護認定審査会 平成３０年度業務委託について

　事業主体： 八代市 シンポジウム・特別講演

　期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 　派 遣 者： １名

　内　　容： 要介護及び要支援に係る認定審査 【他１－10】

　派 遣 者： ３名

【他１－10】 18） 熊本市地域リハビリテーション協議会委員総会

　事業主体： 熊本市地域リハビリテーション協議会

14） 訪問リハ・地域リーダー会議 　期　　日： 平成３０年度

　事業主体： 日本理学療法士協会 　内　　容： 平成３０年度問題別委員会委員について

日本作業療法士協会 平成２９度事業報告・決算について

日本言語聴覚士協会 平成３０年度事業計画（案）・予算（案

　期　　日： 平成３０年度 ）について

　内　　容： 活動報告 　派 遣 者： ２名

事例集について 【他１－10】

平成３０年度実務者研修会について

　派 遣 者： １名 19） 熊本市保健医療専門団体連合会理事会

【他１－10】 　事業主体： 熊本市保健医療専門団体連合会

　期　　日： 平成３０年度

15） 熊本県医療・保健・福祉団体協議会理事会 　内　　容： 平成２９年度会務報告、収支決算、事業

　事業主体： 熊本県医療・保健・福祉団体協議会 準備積立金収支決算について

　期　　日： 平成３０年度 平成３０年度事業計画・分担金・熊本市

　内　　容： 熊本県医療・保健・福祉連携学会開催経 民健康フェスティバル分担金・収支予算

過並びに収支決算について （案）について

熊本県医療・保健・福祉連携学会開催に 熊本市民健康フェスティバル・熊本シテ

ついて ィエフエム放送出演協力について

　派 遣 者： １名 　派 遣 者： １名

【他１－10】 【他１－10】

16） 熊本地域リハビリテーション支援協議会総会・特別講 20） 熊本県各圏域地域リハビリテーション広域支援センタ

演会、役員会 ー連絡協議会

　事業主体： 熊本地域リハビリテーション支援協議会 　事業主体： 熊本地域リハビリテーション支援協議会

　期　　日： 平成３０年度 熊本県地域リハビリテーション支援セン

　内　　容： 平成２９年度事業報告・決算報告 ター運営委員会

平成２９年度監査報告 熊本県地域リハビリテーション支援セン

平成３０年度事業計画・予算について ター

特別講演 　期　　日： 平成３０年度

平成２９年度活動報告 　内　　容： 意見交換

平成２９年度熊本県地域リハビリテーシ 　派 遣 者： １名

ョン支援センター事業報告 【他１－10】

熊本県医療・保健・福祉連携学会の開催

経過について

　派 遣 者： １名

【他１－10】
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21） 肥後医育振興会評議員会 26） 菊池広域連合介護認定審査会委員研修会

事業主体： 肥後医育振興会 事業主体： 熊本県

期　　日： 平成３０年度 期　　日： 平成３０年度

内　　容： 平成２９年度事業報告、収支決算報告 内　　容： 研修会

「肥後医育塾」の概要について 派 遣 者： １名

熊本県医療人育成総合会議について 【他１－10】

熊本医学・生物科学国際シンポジウム助

成について 27） 菊池広域連合介護認定審査会総会

「肥後医育ニューズレター」の編集につ 事業主体： 熊本県

いて 期　　日： 平成３０年度

平成２９年度活動報告について 内　　容： 状況報告

平成３０年度事業計画・収支予算（案） 派 遣 者： １名

について 【他１－10】

派 遣 者： １名

【他１－10】 28） 熊本県災害リハビリテーション推進協議会研修会、総

会

22） 熊本県医療人育成総合会議 事業主体： 熊本県災害リハビリテーション推進協議

事業主体： 肥後医育振興会 会

期　　日： 平成３０年度 期　　日： 平成３０年度

内　　容： 講演及びパネルディスカッション 内　　容： 基調講演

派 遣 者： 若干名 総会

【他１－10】 派 遣 者： 若干名

【他１－10】

23） 熊本県在宅医療連携体制検討協議会

事業主体： 熊本県 29） 有明地域リハビリテーション推進会議

期　　日： 平成３０年度 事業主体： 有明地域リハビリテーション広域支援セ

内　　容： 在宅医療及び医療・介護の連携の推進に ンター

ついて 期　　日： 平成３０年度

派 遣 者： １名 内　　容： 地域リハビリテーション広域支援センタ

【他１－10】 ー事業実績報告

地域リハビリテーション活動支援事業に

24） 熊本県リハビリテーション専門職三団体協議会 ついて

事業主体： 熊本県理学療法士協会 地域リハビリテーション広域支援センタ

熊本県作業療法士会 ー事業計画について

熊本県言語聴覚士会 派 遣 者： １名

期　　日： 平成３０年度 【他１－10】

内　　容： 熊本県リハビリテーション専門職三団体

活動について 30） 阿蘇地域難病対策連絡会

派 遣 者： 若干名 事業主体： 阿蘇保健所

【他１－10】 期　　日： 平成３０年度

内　　容： 難病患者の生活や療養所の問題、災害時

25） 菊池広域連合介護認定審査会代表者会議 に困ることについて

事業主体： 菊池広域連合 阿蘇地域の難病の現状

期　　日： 平成３０年度 意見交換

内　　容： 認定審査会の現状について 派 遣 者： １名

審査会総会及び委員研修の開催について 【他１－10】

派 遣 者： １名

【他１－10】



＜他１＞

31） 熊本市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（くまもと 37） リハビリテーション等専門職支援に係る検討会

はつらつプラン）策定委員会 事業主体： 天草市

事業主体： 熊本市 期　　日： 平成３０年度

期　　日： 平成３０年度 内　　容： 一般介護予防事業及び地域ケア会議の評

内　　容： 熊本市はつらつプラン策定方針について 価と今後の計画について

派 遣 者： １名 派 遣 者： １名

【他１－10】 【他１－10】

32） 熊本市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（くま 38） 熊本県介護認定審査会委員現任研修

もとはつらつプラン）地域包括ケアシステムの推進に 事業主体： 八代市

関する専門委員会 期　　日： 平成３０年度

事業主体： 熊本市 内　　容： 講義

期　　日： 平成３０年度 派 遣 者： 若干名

内　　容： 熊本市における地域包括ケアシステムの 【他１－10】

推進について

派 遣 者： １名 39） 地域ケア会議に係る意見交換会

【他１－10】 事業主体： 県南広域本部

県南広域本部芦北地域振興局

33） 熊本市地域包括ケアシステム推進会議 県南広域本部球磨地域振興局

事業主体： 熊本市 八代地域リハビリテーション広域支援セ

期　　日： 平成３０年度 ンター

内　　容： 熊本市地域包括ケアシステム推進方針に 芦北地域リハビリテーション広域支援セ

ついて ンター

派 遣 者： １名 球磨地域リハビリテーション広域支援セ

【他１－10】 ンター

認知症疾患医療センター

34） 市町村審査会委員研修 期　　日： 平成３０年度

事業主体： 熊本県 内　　容： 地域ケア会議に係る意見交換会

期　　日： 平成３０年度 派 遣 者： 若干名

内　　容： 障害支援区分の二次判定等について 【他１－10】

派 遣 者： １名

【他１－10】 40） 糖尿病教育ネットワークＫＵＭＡＭＯＴＯへの参加協

力

35） ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修ベーシックコース 事業主体： 糖尿病教育ネットワークＫＵＭＡＭＯＴ

事業主体： 国際医療技術財団 Ｏ

国立病院機構災害医療センター 期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

期　　日： 平成３０年度 内　　容： 熊本県における糖尿病療養の動向把握

内　　容： 講義及びグループワーク 派 遣 者： 若干名

派 遣 者： １名 担　　当： 専門領域部糖尿病班

【他１－10】 【専門領域部糖尿病班】

36） ＪＩＭＴＥＦ災害医療研修アドバンスコース 41） 各保健所圏域での糖尿病対策事業への参加協力

事業主体： 国際医療技術財団 期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

国立病院機構災害医療センター 内　　容： 阿蘇圏域・人吉圏域での糖尿病対策会議

期　　日： 平成３０年度 参加

内　　容： 講義及びグループワーク 各圏域における糖尿病保健医療連携体制

派 遣 者： １名 の整備について検討

【他１－10】 派 遣 者： 若干名

担　　当： 専門領域部糖尿病班

【専門領域部糖尿病班】



＜他１＞

42） 九州夢大学ｉｎ熊本 ２） 日本理学療法士協会組織運営協議会

事業主体： マイナビ 事業主体： 日本理学療法士協会

期　　日： 平成３０年度 期　　日： 平成３０年度

内　　容： フリートーク 内　　容： 平成３１年度重点事業課題について、他

お仕事研究ゾーン「理学療法士」ブース 派 遣 者： １名

出展 【他１－11】

派 遣 者： 若干名

担　　当： 広報宣伝部 ３） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会役員講習会

【広報宣伝部】 事業主体： 日本理学療法士協会

期　　日： 平成３０年度

43） 地域ケア会議 内　　容： 講習会

事業主体： 天草市 派 遣 者： １名

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 【他１－11】

（６事業所×年６回）

内　　容： ケアプラン及び地域資源活用等の検討 ４） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会事務局長会

派 遣 者： ３６名 議

担　　当： 天草ブロック 事業主体： 日本理学療法士協会

【天草ブロック】 期　　日： 平成３０年度

内　　容： 平成３１年度重点課題について、他

44） 水俣・芦北圏域糖尿病対策地域連携会議 派 遣 者： １名

事業主体： 水俣市保健所 【他１－11】

期　　日： 平成３０年度

内　　容： 糖尿病患者に対しての対策・検討 ５） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会役員意見交

対　　象： 水俣・芦北住民 換会

派 遣 者： １名 事業主体： 日本理学療法士協会

担　　当： 県南ブロック 期　　日： 平成３０年度

【県南ブロック】 内　　容： 各県役員意見交換

派 遣 者： ２名

【他１－11】

[11] 他団体との連絡調整

６） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会事務職員研

(目的) 修会

関連他団体との連絡調整を密に図ることで、県内及び 事業主体： 日本理学療法士協会

全国の医療保健福祉に関する情報を収集し、本会の事 期　　日： 平成３０年度

業展開に速やかに反映させることを目的としている。 内　　容： 研修会

派 遣 者： ２名

(内容) 【他１－11】

日本理学療法士協会並びに他県理学療法士会との連携

のもと、情報交換並びに研修会の共同開催等を行う。 ７） 日本理学療法士協会新生涯学習システムに関する意見

交換会

１） 日本理学療法士協会定時総会 事業主体： 日本理学療法士協会

事業主体： 日本理学療法士協会 期　　日： 平成３０年度

期　　日： 平成３０年度 内　　容： 新生涯学習システムについて

内　　容： 協会名誉会員の承認を求める件 派 遣 者： １名

平成２９年度決算書類の承認を求める件 【他１－11】

議事運営委員の承認を求める件

監査報告 ８） 日本理学療法士協会選挙管理運営委員会

平成３０年度事業計画・予算について 事業主体： 日本理学療法士協会

派 遣 者： ９名 期　　日： 平成３０年９月

【他１－11】 内　　容： 役員選挙方法等について

派 遣 者： １名

【選挙管理委員会】



＜他１＞

９） 日本理学療法士協会協会指定管理者ネットワーク拡大 13） 日本理学療法士協会九州ブロック各県理学療法士会長

に向けた中央研修会 会議

事業主体： 日本理学療法士協会 事業主体： 日本理学療法士協会九州ブロック会

期　　日： 平成３０年度 期　　日： 平成３０年度

内　　容： 管理者ネットワーク拡大の取り組みにつ 内　　容： 平成２９年度監査報告

いて 九州理学療法士・作業療法士合同学会報

グループワーク 告及び進捗状況について

派 遣 者： １名 平成２９年度事業報告及び決算報告

【他１－11】 平成３０度事業計画及び予算案について

九州理学療法士学会進捗状況報告

10） 日本理学療法士協会都道府県地域包括ケアシステム推 管理・運営研修会進捗状況報告

進研修会 臨床実習指導者研修会及び関係担当者会

事業主体： 日本理学療法士協会 議進捗状況報告

期　　日： 平成３０年度 九州地区現職者講習会報告

内　　容： 活動報告 事務局長会議報告

ワークショップ 教育・学術担当者会議進捗状況報告

派 遣 者： １名 派 遣 者： ２名

【他１－11】 【他１－11】

11） 日本理学療法士協会都道府県理学療法士会における住 14） 日本理学療法士協会九州ブロック各県理学療法士会事

民主体型の総合事業獲得・運営習得研修会 務局長会議

事業主体： 日本理学療法士協会 事業主体： 日本理学療法士協会九州ブロック会

期　　日： 平成３０年度 期　　日： 平成３０年度

内　　容： 講義及び演習 内　　容： 各県からの現状報告

派 遣 者： 若干名 各県への質問及び確認事項

【他１－11】 派 遣 者： １名

【他１－11】

12） 日本理学療法士協会都道府県士会理事育成研修会

事業主体： 日本理学療法士協会 15） 日本理学療法士協会九州ブロック役員講習会

期　　日： 平成３０年度 事業主体： 日本理学療法士協会九州ブロック会

内　　容： 士会組織運営・組織マネジメント等に関 期　　日： 平成３０年度

する講義とワークショップ 内　　容： 講習会

派 遣 者： ２名 派 遣 者： 若干名

【他１－11】 【他１－11】

16） 日本理学療法士協会九州ブロック教育・学術担当者会

議

事業主体： 日本理学療法士協会九州ブロック会

期　　日： 平成３０年度

内　　容： 各県士会における学術的活動の計画

九州ブロック会主催事業について

日本理学療法士協会からの議題について

派 遣 者： ２名

【他１－11】

17） 日本理学療法士協会九州ブロック臨床実習関係担当者

会議

事業主体： 日本理学療法士協会九州ブロック会

期　　日： 平成３０年度

内　　容： 臨床実習指導に関する取り組みについて

派 遣 者： １名

【他１－11】



＜他１＞

18） 日本理学療法士協会九州ブロック政策活動委員会

事業主体： 日本理学療法士協会九州ブロック会

期　　日： 平成３０年度

内　　容： 活動報告

今後の活動計画について

派 遣 者： ２名

【他１－11】

19） 九州理学療法士・作業療法士合同士会長会議

事業主体： 日本理学療法士協会九州ブロック会

日本作業療法士協会九州各県士会

期　　日： 平成３０年度

内　　容： 九州理学療法士・作業療法士合同学会報

告及び進捗状況について

派 遣 者： １名

【他１－11】



＜法人会計＞

Ⅴ 本会の目的達成に必要な管理運営＜法人会計＞ [３] 賛助会員懇談会

　・ 内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業 (目的)

　・ 理学療法士の社会的地位の向上及び相互福祉に関 賛助会員との意見交換を通じ、業界の現状と理学療法

する事業 士協会に対するニーズを把握し、新たなる事業展開へ

　・ その他この法人の目的を達成するために必要な事 と繋げることを目的とする。

業

(内容)

[１] 本会のＰＲ活動 年度事業計画、事業進捗状況の説明並びに医療・保健

・福祉・介護等関連業界の現状と課題等についての意

(目的) 見交換を行う。

理学療法並びに理学療法士の普及啓発を目的とする。

１） 賛助会員懇談会

(内容) 期　　日： 平成３１年２月

本会の活動内容について取材し、広報誌を通して紹介 場　　所： 調整中

するとともに、健康講座や各種イベント時に着用する 内　　容： 平成３０年度活動状況報告、意見交換、

ユニフォーム等の管理貸出等を行う。 他

対　　象： 賛助会員並びに本会役員

１） 本会のＰＲ活動 【厚生部】

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

内　　容： ユニフォーム・幟の貸し出し、管理

【広報宣伝部】 [４] 生涯学習プログラム運営に関する事業

２） 公益事業の取材活動　 (目的)

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 会員理学療法士のスキルアップとしての生涯学習プロ

内　　容： 各部・各ブロックの公益事業取材 グラムについて、その周知と認定登録などの管理運営

【広報宣伝部】 を円滑に行うことを目的としている。

(内容)

[２] 会員相互の親睦会 生涯学習プログラム修得向上に関する業務、日本理学

療法士協会生涯学習部との連絡調整、登録申請業務、

(目的) 使用機材の操作保守管理業務等を行う。

新入会員に対し、本会の目的や活動内容の説明や意見

交換を通し、理学療法士としての学術・技術向上に関 １） 新人教育プログラム修得率向上のための事業

する助言や、本会事業への積極的参加を促進すること 期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

を目的とする。 （年１回）

内　　容： 新人教育プログラム修得率向上に向けた

(内容) 取り組みと実績検証

役員紹介、組織概要・活動概要の説明並びに新人会員 【教育部】

と役員の意見交換を行う。

１） 会員相互の親睦会 [５] 事務局業務

新人・役員懇親会（親睦会）

期　　日： 平成３０年６月２３日（土） (目的)

場　　所： 調整中 本会の目的とする活動を健全かつ円滑に運営すること

内　　容： 新人・役員懇親会（親睦会） を目的とする。

対　　象： 新入会員

【厚生部】 (内容)

事業管理・会員管理・財務管理等、総務・庶務・財務

業務全般及びホームページの管理運営等を行う。



＜法人会計＞

１） 事務局業務 １） 公益社団法人熊本県理学療法士協会定時総会

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 期　　日： 平成３０年６月１０日（日）

内　　容： 発信書類の作成、整理、保管 場　　所： 熊本総合医療リハビリテーション学院

受信書類の整理、保管 内　　容： 平成２９年度事業報告及び決算報告

総会、理事会等の諸会議準備並びに連絡 理事及び監事の選任、他

諸会議議事録作成 【事務局】

日本理学療法士協会及び他県理学療法士

会との連絡業務 ２） 公益社団法人熊本県理学療法士協会臨時総会

平成２９年度事業報告及び決算書作成 期　　日： 平成３１年３月１０日（日）

平成３１年度事業計画及び予算書作成 場　　所： 熊本総合医療リハビリテーション学院

会費、入会金徴収業務 内　　容： 平成３１年度事業計画案及び予算案につ

会員異動・変更等の把握・管理及びブロ いて、他

ック長、関連部長へ連絡 【事務局】

新卒者及び協会未加入者の入会勧誘

会員名簿作成 [７] 理事会

会長並びに理事行動録作成

慶弔関係業務 (目的)

法人会計業務全般 本会定款第３２条に定めることを審議することを目的

他団体との交流、親睦 に理事会を開催する。

会員向けホームページの管理運営

求人・求職資料の管理 (内容)

公益事業に関する連絡調整 本会の業務執行に関する様々な事項に関して、審議し

表彰に関する管理・運営 決定する。

【事務局】

１） 理事会

２） 生涯学習に関する管理・運営 期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

①入退室管理システム ※毎月第１水曜日

　（カードリーダー）説明会 場　　所： 協会事務所

　期　　日：平成３０年６月 内　　容： 本会運営について

②新人教育プログラムについての会議 【事務局】

③新生涯学習システム周知についての会

議

④カードリーダーの使用方法・普及に向 [８] 部・局会議

けての会議

⑤他部門との連携強化に向けての会議 (目的)

【庶務部生涯学習係】 本会の諸活動を円滑に遂行することを目的に、部局会

議を開催する。

[６] 総会 (内容)

教育学術活動に関すること、臨床実習指導に関するこ

(目的) と、専門領域に関すること、広報宣伝に関すること等

本会定款第１４条に定める事項を決議することを目的 について検討する。

に総会を開催する。

１） 理学療法学術活動に関する検討

(内容) 期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

本会の事業報告及び決算報告・役員の承認等を行う。 内　　容： 学術研修会進捗状況報告

研修会アンケート集計報告・事業報告

部長会議及び教育学術局会議報告

次年度事業計画の検討

【学術部】



＜法人会計＞

２） 理学療法教育活動に関する検討 ８） 中枢神経班運営に関する会議

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 期　　日： 平成３０年４月・９月・１０月

（年２回） 平成３１年２月（年４回）

内　　容： 臨床実習教育のあり方について 内　　容： 班組織の運営に関する会議

（臨床実習教育班） 【専門領域部中枢神経班】

卒後教育のあり方について

（卒後教育班） ９） 広報宣伝に関する検討

管理運営教育のあり方について 期　　日： 平成３０年１０月

（管理運営教育班） 平成３１年２月

【教育部】 内　　容： 宣伝手法、戦略的展開の検討

【広報宣伝部】

３） 卒後教育班会議

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

（年４回） [９] 学会評議員会

内　　容： 卒後教育活動に関する検討

卒後教育研修会の今後のあり方について (目的)

の検討 学会評議員会の監督・指導・助言のもと開催される熊

【教育部】 本県理学療法士学会の企画運営を通じて、理学療法の

普及啓発並びに学術技術の向上を図ることを目的とす

４） 臨床実習教育班会議 る。

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

（年５回） (内容)

内　　容： 臨床実習教育研修会の企画運営 熊本県理学療法士学会の開催に向けての助言指導並び

熊本県における臨床実習教育の検討 に進捗状況の確認等を行う。

クリニカル・クラークシップによる臨床

実習教育への移行準備 １） 第１回学会評議員会

情報収集と共有 期　　日： 平成３０年５月

【教育部】 場　　所： 熊本総合医療リハビリテーション学院

内　　容： 平成２９年度事業報告

５） 管理者教育に関する検討 第２１回熊本県理学療法士学会報告

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 第２２回熊本県理学療法士学会準備状況

（年４回） 第２３回熊本県理学療法士学会学会長・

内　　容： 管理者教育研修会の企画・運営 副学会長選出

管理者教育カリキュラムの検討 【学会評議員会】

【教育部】

２） 第２回学会評議員会

６） 専門領域部全体会議 期　　日： 平成３０年１０月

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月 場　　所： 調整中

（年２回） 内　　容： 平成３１年度事業計画案及び予算案検討

内　　容： 各班活動報告 第２２回熊本県理学療法士学会準備状況

事業計画案・予算案について 報告

事業報告・決算について 第２３回熊本県理学療法士学会進捗状況

研修会内容の検討、他 【学会評議員会】

【専門領域部全体】

７） 呼吸・循環班会議

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

（年２回）

内　　容： 班組織の運営に関する会議

【専門領域部呼吸・循環班】



＜法人会計＞

３） 第３回学会評議員会 [11] 選挙管理委員会

期　　日： 平成３１年３月

場　　所： 調整中 (目的)

内　　容： 第２２回熊本県理学療法士学会事業・会 本会役員選出にかかる諸業務並びに日本理学療法士協

計報告 会役員選挙にかかる連絡調整を公正かつ円滑に行うこ

第２２回熊本県理学療法士学会表彰者選 とを目的とする。

出

第２３回熊本県理学療法士学会進捗状況 (内容)

【学会評議員会】 本会役員選挙の準備及び実施と日本理学療法士協会役

員選挙にかかる連絡調整業務を行う。

[10] 常設委員会 １） 選挙管理委員会

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

(目的) 内　　容： 日本理学療法士協会役員選挙の準備及び

本会の将来像を見据え、現状における課題の明確化と 連絡調整

問題解決に向けた組織的対応について検討するととも 本協会における選挙開催時の投票システ

に、理学療法を取り巻く倫理的問題に対応することを ムに対する検討

目的とする。 【選挙管理委員会】

(内容)

保健医療福祉を主とする関連領域の動向と本会及び日 [12] 他団体の研修会・講演会等への後援

本理学療法士協会の活動内容を精査するとともに、組

織体制にかかる問題について審議する。また、倫理に (目的)

関する諮問に対する審議・具申と情報収集を行う。 関連する団体が主催する研修会・講習会の後援を通じ

医療・保健・福祉領域の更なる連携強化とともに理学

１） 政策企画室 療法の普及啓発を図ることを目的とする。

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

（年６回） (内容)

内　　容： 協会活動への政策提言に向けた情報収集 関連団体主催の研修会等への後援手続き並びに広報活

活動及び分析・学習活動 動への協力を行う。

【政策企画室】

１） 他団体の研修会・講演会等への後援

２） 組織体制審議委員会 【事務局】

期　　日： 平成３０年６月・９月・１２月

（年３回）

内　　容： 会長からの協会組織体制に係わる諮問に

対する審議、具申

【組織体制審議委員会】

３） 倫理委員会

期　　日： 平成３０年４月～平成３１年３月

（年３回）

内　　容： 会長の諮問に対する審議、具申

倫理に関する情報収集及び検討・発信

【倫理委員会】


	事業計画１
	事業計画２

